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一方、新しい MR1 造影剤である Gd-EOB-DTPA は、静注後速やかに肝細胞へ受動的に取り込まれ、 ATP 依存性
に gluta thione-S-transferase を介して胆道へ排世される。教室では、既にこの造影剤を用いて MR1 撮像を行うことに
より、画像解析結果より得られた造影剤の排世能が肝機能と相関することを肝炎モデルを用いて明らかにしてきた。




ランプした。虚血時間は 0 分(対照群)、 30分、 60分、 90分とした。血流再開後90分で、 Gd-EOB-DTPA を0.03mmol/ 
kg 静注し MR1 (Bruker-GE 社製、 4.7T 動物用 MR1 Omega CS1 -II) の撮像を開始した。虚血葉と非虚血葉でそれ
ぞれ signal intensity の変化を調べ、その半減期 (T1/2) を求めた。同時に肝組織中の ATP を HPLC で測定した。ま
た肝組織血流量を Laser Doppler で測定した。
MR1 画像は30分虚血群 (130) では虚血葉、非虚血葉で造影効果、 T1/2 に差はなかったが、 60分虚血群 (160) と 90
分虚血群 (190) では虚血葉で非虚血葉に比して high intensity の領域として認識でき、 190の虚血葉の T1/2 は対照群、
非虚血葉と比べて有為に延長していた (102 土 60 、 vs 28 士 10分(非虚血葉) p<0.05)o ATP 量は虚血葉では虚血時間
241 
が長くなるにつれ低下、 190の虚血葉では対照群、非虚血葉と比べて有意に低下していた (3.3 士 0.6、 vs7 . 3 :t1.9 (非
虚血葉) nmol/mg p<O.Ol) 。また、 ATP 量と Tl/2 の聞に負の相関が認められた。肝組織血流量は 130、 160、 190の
いずれの虚血葉、非虚血葉でも対照群と差がなく血流量の関与は否定的であった。
【総括】
Gd-EOB-DTPA は MRI の造影剤として増感効果を有するが、またその肝内における薬理動態は、広く肝機能評価




量及び energy charge とは負の相関が得られたことより、部分肝における肝機能を反映していると考えられた。
部分的肝機能を知る方法として、 99mTc-GSA 等を用いたシンチグラブイーが臨床応用されているが、放射性同位











を用い、新しい造影剤である Gd-EOB-DTPA による造影 MRI 検査によって、傷害肝の機能評価を試みた。その結果、
1 )傷害部分が MRI 画像上で highintensity area として描出可能で、あること。 2 )肝内の任意の部位で signalintenｭ
sity の変化率 (relativeenhancement: RE) が指数関数的に減弱し、 RE の半減期 Tl/2 が傷害の程度と相関して延長
すること。 3) RE の半減期 Tl/2 と肝組織 ATP 含量が負の相関を示すことを明らかにした。以上の結果から、本法
により肝の任意の部位における肝機能を定量的に推定可能と考えられる。本法は、実施法も簡便であり、特別の機器
を必要とせず、今後肝臓外科に大きな進歩をもたらすものと期待されるため、博士(医学)の学位に値するものと認
める。
